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「操縦士の疲労管理基準に係るパブリックコメント」の提出（2） 
 
 2019 年 3 月 29 日に航空局が発表した「パイロットに対する疲労管理基準の取りまとめ」に対

するパブリックコメントへの対応として、日乗連／ALPA Japan の立場からコメントを提出した

のは、ALPA Japan News／日乗連ニュース No.42-25 でお知らせした通りです。 

 さらに今般、パブリックコメントの第 2 弾を提出しました。これは、日乗連／ALPA Japan が

独自に実施した疲労調査の結果について、（公財）大原記念労働科学研究所の佐々木先生を中心

とするグループに分析いただき、それに基づく技術的提言を作成し、日乗連／ALPA Japan と共

同で提出するといった形式を取ったものです。 

 提出文書のボリュームが大きいため、このニュースでは表題と目次のみご紹介します。全文は

ALPA Japan HP に掲載していますので、こちらをご参照ください。 

 今回の航空局による取りまとめ（改正概要 別添 2、P.31）には、「我が国においても、疲労

管理基準を導入以降も、引き続き関係者間での連携を密にし、実際の運用状況の分析や諸外国の

動向等を常に研究しつつ、疲労管理制度の発展に向けた取組を継続して進めるべきである」と述

べられています。それを受けて、航空局と航空会社、そしてパイロット（組合）の三者が連携し、

今後の発展に向けた取組材料になればという想いを込めて、今般の技術的提言をパブリックコメ

ントという形で提出しました。 
 

 

操縦士の疲労管理に関する検討会 

「操縦士の疲労管理について」の技術的提言 

 

平成 31 年 4 月 25 日 

（公財）大原記念労働科学研究所 慢性疲労研究センター 

センター長 千葉大学博士（理学） 

佐々木 司 

共同研究 日本乗員組合連絡会議 

 

http://alpajapan.org/42-26-%E6%93%8D%E7%B8%A6%E5%A3%AB%E3%81%AE%E7%96%B2%E5%8A%B4%E7%AE%A1%E7%90%86%E5%9F%BA%E6%BA%96%E3%81%AB%E4%BF%82%E3%82%8B%E3%83%91%E3%83%96%E3%83%AA%E3%83%83%E3%82%AF%E3%82%B3%E3%83%A1%E3%83%B3/
http://www.alpajapan.org/cp-bin/wordpress/wp-content/uploads/FRM-Appendix2.pdf
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（５）－１．往路または復路の乗務前、乗務後のサンプリングしか行われていない問題 
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